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研究の概要、新規性及び目標 

  ①研究の概要 

コロイド炭酸カルシウム粒子の生成機構および粒子制御機構の解明を目的とし、得られた知見

により、高度にナノサイズで粒子制御されたコロイド炭酸カルシウムの設計指針を得、高付加価

値の新規商品が創生できると想定した。ナノサイズで高度に制御された粒子は、従来にない性能

、機能の発現が期待でき、既存分野だけでなく、新規分野を開拓し、夫々の分野において革新的

な技術の進歩に寄与できる。 

粒子生成や制御機構の解明には、各反応過程における粒子挙動（粒子サイズや粒子形状、その

構造、その変化のタイミング）や共存金属塩の挙動を明らかにすることが重要と考え、本事業で

の高輝度放射光を活用したX線構造解析を有効な手法として位置づけた。本解析手法では「その場

観察」や含有微量元素の「局所構造の解析」が可能となることから、自社にて蓄積してきた従来

の分析手法から得られた知見とを統合することにより、粒子生成や制御機構の解明が可能となる

と考えた。 

 

  ②研究の独自性・新規性 

本事業で実施した高輝度放射光Ｘ線を活用したナノ粒子の構造解析は、従来の電顕観察や表面

観察にない情報を得られる可能性を示し、高度に制御されたナノ粒子創生の礎になる結果を得た

と考えている。コロイド炭酸カルシウム合成時の「その場観察」の研究例はなく、学術的にも本

研究価値は高いと考えている。 

 

  ③研究の目標（フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に） 

現在、合成炭酸カルシウムが既に使用されているシーラント、ゴム、塗料・インキ、製紙、食

添分野において機能性ナノ粒子による高付加価値製品の開発を進めている。上記分野における新

規ナノ粒子の開発には、粒子サイズ制御技術と表面修飾技術、すなわちナノ粒子プロセシング技

術の高度化が必要であり、平成19年度には、そのナノ粒子プロセシング技術に関する評価方法の

開発を目標とした。さらに、平成20年度には、機能性ナノ粒子設計の高度化のため、各種分野に

応用した場合のナノ粒子の分散・凝集構造の評価方法の開発を目標とした。ナノ粒子プロセシン

グ技術の高度化、ならびにナノ粒子の分散・凝集構造の明確化により、新規ナノ粒子の開発研究

の効率化とナノ粒子の新規応用分野の創出を目指している。 

 

 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

ナノ粒子のプロセシング技術に関する評価方法の開発および各種用途におけるナノ粒子の分散

・凝集状態の評価方法の開発を目標としていたが、前者のプロセシング技術に関する評価方法の

開発に特化し取り組んだ。ただし、プロセシング技術に関する評価方法の開発においてもビーム

タイムで合計32時間と、研究フェーズでは基礎実験レベルであり、本格実験を実行するための初

期検討に止まった。今後は、上記研究の本格推進と後者のナノ粒子の分散・凝集状態の評価方法

の開発を継続して取り組んでいく所存である。 

 

主な成果 

  具体的な成果内容： 

 

  特許件数：０        論文数：０        口頭発表件数：０ 
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研究成果に関する評価 

１ 国内外における水準との対比 

国内外でコロイド炭酸カルシウム粒子の生成機構に関する研究は、その複雑さ故に大きな進

展が見られないのが現状であり、その中で「その場観察」に着目した解析は例がなく、一つの

解析手法として従来にない情報を得たと考えている。また、当社は、コロイド炭酸カルシウム

粒子の製造・販売メーカーとして世界的に見てもトップレベルの粒子制御技術を保有している

と自負しており、国内外の研究と比較しても、本研究の水準は高いと考える。 

 

  ２ 実用化に向けた波及効果 

社内にて成果報告を行い、当社として重要な解析手法の一つとして、本事業終了後も継続し

て研究を推進することとなった。コロイド炭酸カルシウム粒子の生成機構および粒子制御機構

の解明をさらに深化させ、得られた知見により、高度にナノサイズで粒子制御されたコロイド

炭酸カルシウムの設計指針を得、さらに高付加価値の新規商品が創生できると想定している。

対象市場は、光学、電気電子分野など未開拓市場である。 

 

残された課題と対応方針について 

参画期間は1年4ヶ月、実際にSPring-8での測定回数は2度（計32時間）であり、本研究の結論を

得るには十分ではなかったが、実施した解析手法が当社の技術にどのように活かせるのかを把握

することができた。材料開発には多くの時間と労力を必要とする。その中にあって、既存プロセ

スを深く理解し、そこから新規材料を見出すには、少なくとも数年、長い場合は10年以上の長き

に亘る取り組みが必要である。また、各研究・開発フェーズにおいて、数々の技術のブレークス

ルーが最終成果を求めるには要求される。その点において、本事業で得られた知見は、従来の評

価方法にはない情報であることが分かり、今後の本格的な研究推進を導く結果を得ることができ

、今後の技術のブレークスルーをもたらす可能性が高い。本格推進では、SAXS/WAXSの「その場観

察」、ポリマー中炭酸カルシウムの分散・凝集構造、XAFS測定による含有微量元素の局所構造の

解析を予定している。3年間を目処にコロイド炭酸カルシウムの生成機構やシーリング材中の炭酸

カルシウムの挙動・分散状態の解析を実施予定である。 
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合 計

人件費     0 0 0     600 700 1,300 1,300 

設備費     0 0 0     0 0 0 0 

その他研究費

（消耗品費、

材料費等） 
    0 0 0     500 220 720 720 

旅費     0 0 0     100 76 176 176 

その他     0 0 0     50 50 100 100 

小  計     0 0 0     1,250 996 2,296 2,296 

代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備： 

  地域負担による設備：  
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